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フオルマリン瓦斯發生器（メチルアルコール使用）

消毒試驗成績

門平潤一郎

緒　　　書

　フオルムアルデヒtaド瓦斯溝，；毒に於て、書！讐瀬者に最も’ltf，c通に字∫はれ而かも比校i’1勺筒便遡確な

る方法は、フオルマリン水を恭疲容器に入れ鴎・巽ゾく力にて加熱する方法こすに，然れきもこの方

法にも朴1鴬に飲罫賄εセ〕の、自μちフオルマリン水を1豊接加熱するため、多：賦σ）パラソオルムσ）：1P．：合

物を生じ．所期の瓦斯llll：な1尋るにでく鰻影彦こご、消藤優アオルマリンの脱臭容易ならず，瀬窯b

獄具の佼用上不健夢帝こご、火力の加i成困難なるtJ．）みならずs時によll）ゾ（災鰹の心配あるこε

　　　　　　　　　　　　　サヒ等は興の主なるもの証す。　　’

　明治30年代に大森、辻、松田審の諸氏により、フオルムアルヂヒ　ド瓦斯による盤病溝藤法

さしてトリラ、リングネル、トルレン，l／l罎等の講方端につ…き試繊されしも、最近に於けるメ

チルアルコ・一一ル使弔によるフオルムアルヂヒード瓦騎喪空装避εしては、カトゥ弍濾雌器5聞

原式改良嫌心澗藤燈力く㈹炎的のものたるべし。藷韻よ最近カトウ溝街｝滞に關し調査の磯iを㌘畢た

るため、ここに獄腐，1ミ菌に鋤するi’t“亥器α堵？慮i炊力に關し成績ノ）一端を示す採1孝∫なり。

　該爾襟器は11源式ε岡搬、トリラー及びバルデー箒により案出せられたる，メヂルアルtt　一

ルの不完全燃焼によりN褒生期の状態にフオルムアルデヒード瓦斯を嚢生するものにして、：煎

合1乍用等も起らず、任意に安全に瓦斯を嚢散せしむるものεす。

　水器に關しては、傳研、お翁鐵術坐研究所・東京異頽微鏡貌等により敷力試験行ほれ、就中横墳

袈海軍病院馨學博士泰山中佐の研究は疲も詳細なり。

　石渡博士は大正1咋自垢にこのフオルマリン」醐蔽三1撚につき調飴れ、本器を適7旨に働提

ば一般溝毒用εして最も簡便、最も；欝敷なものεされてゐる。岡博：ヒの調査成綾によれば、窒

内に憲其を牧容せざるli毒…は、霊容1ehm・11　“ISig・しメチルアルコール10・le，e．（換算）史0時間にて裸

出卒倒菌胞子を殺減し、叉蛮兇を牧容したる時は25．2e．e．にて鍛莚4枚の閥に躍きたる卒働菌胞

子を殺滅し得ざの事なり。

　叉泰山博士は諸種の人髄病螺髄・将に抵抗力強き脾挽…臓菌、ヂフテリヤ菌鰹に鋤しても試験

され、室容1cb．11’1．に封し22，5grのメチルアルコールを使用し、811斜1｝1の澗fl嚢にて敷疑あるも實

際には33．5grの使用を安至εすε結論せり。

　次にメチルァルコ・・一一ルの不完企燃焼により渡蛋するフオルムアルヂヒー一ド瓦斯量に開して

は・大正10年東京工業試験勝の調査1こては、純アルコールσ域2．73％に相常する瓦斯を蛮生する

εの事なり。　（田原弍のものもこれS大蒲なく約5〔｝％内外ミ穂せらる）從つて以降本調査に引

用するメチルアルコールよりの褒盤琵斯量は42．73％電し計算す。
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　鍛綜撃雑誌　　第十礁　策ニニ號　　1937
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至：　言弍　　瞼　　力　　淡

　供試菌・卒倒病菌芽月愈、臼艇購菌、褐擁1病菌にして、何れも寒天培養基に1－2週醐培餐し

たるものなり。よく清拭減菌せるデツキイi省子に白星病菌蚊ぴ網通病菌｛よ」音密駐些より白金耳にて

取り直鍍塗抹し。卒倒菌は直捜白鉛」二1：にて塗抹したるもの（塗グ及び滅貞il水に稀糧し、菌浮游

液を硝子而に塗抹したるも0）（稀）ごにして、何れも菌の塗抹蹴は｛多：ill二なり。かくして調製せ

る菌硲予は必ず乾熱i没菌せる一球Eハトロン紙封衛に入れ試駿に供用せりo

　溝藤窒・窒は縦2．68in、横2．68m、高さ2，75mで、蜜容積11）．｝1eb．nり．の梢完金に格閉し得る漁雌

試．験蜜にして、電熱による佃：濫匙誰鷺備をイ∫す。

　培養i試．瞼叫麸燈溝毒；垂℃験の終了し九る菌爾」包よ直ちに取り出し・ヴir3ンt’1・！に投入25’Cの定

淵器巾に保護し、卒倒病繭は5H後、1其他は10目後菌σ）．獲育を調査せり。

　使用溝毒器⑲カトウ1艮晃帯灘フオルマリン瓦斯自動：疲生器σ）た望製、中型の2種を使lllすc

’伺メチルアルコールは化撃用にして比重t）・800（14℃）を使1：1ilす。

∬試　験　成　績

（i）灘潤｝リミ態に於ける殺菌力試1，ssi

蜜内は加灘糟にて系合照せしめ70；16以ヒの灘潤｝【尺態εせりc、

　　　　　　　　　　　　温潤状態に於け　るltli韻

一、「＿、、、闇＿＿．、＿．＿＿・、　　　尉　．…』「．「』一．一一一一・．’鼎脆盟諏熈塾猟騨聾闘▼W罰構凹卿雪照㎜鴫』』』一　一　　一一一一一…一・一．・一一一　 ・・r・

試験

同次

7

6

8

12

19

22

14．

2

15

25

26，

24

ヲミ・候蔽蔽肌端謝il糊耀濡塗！，IE羅ヨ尉庸一」脳IF　1…耳71下1備雪

試瞼・ド藁弾轡訴黙1乍1吐＿．笹一．－1型．．豊＿壇．．．．＿，．ド1盗病薄　　褐脳彌

購

曇

曇風

1殖｝．

暗

嗜風

舞

晴風

　F
69°

69

70

70

G9

70

70

69，

69

72

71

71

．％

77

6s

s2

77

字S

78

78

80

77

s9

i9

79

欝齢

500

500

y）OO

500

500

820

820

1250

lo「OO

1500

500

磁’

25、3

25．3

25．3

飾，3

25．3

41．5

4工．5

63．2

75．7

75．7

25，3

時
．20

20

7

20

7

20

7

20

20

20

7

20

・ト

一ト

十

十

十

十

ゆ

●

十

●

●

，

■

●

十

●

●

，

十

燈

■

い

■

十

●

■

■

十

十

十

十

十

，

十

■

●

●

十

●

●

o

り

ヴ

●

■

●

o

，

■

P

●

o

P

●

馳

，

■

■

o

●

●

十

o

o

●

●

o

侮

，

●

，

，

■

■

●

■

十

胃

り

の

D

●

●

o

顧

■

中型器

　11

〃

〃

ll

大型器

〃

〃

〃

〃

11 P」『型器錐・

備　　考　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　袈中、上v［1㌧下は室内1こ於ける病蕾の位撹にしてガ下は以ミ上、　－i．：t；TE？Zut：よP約0・3　n1の下位にあ

　りo　叉塗は」晋整培より採取せる濃厚なる’蔚汁を塗1．、1ミしたるもの、　稀にはこれを渉鱗欝フklこて稀繹した

　るものな！㌔

（ii）乾燥状態に於ける殺菌力試鹸
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（iii）フオルマリン水による郭描力試1瞼

　フオルマリン瓦斯．麓放か法は、塗幾製渦を使旧し炭火にJkり加熱ず。從つて垂合物の生成を柑

當に見たり。試験毎にc；：り共の量は一・窺せず‘，

アオルマリン水による殺菌試ll瞼

試瞼
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　本試験藥齊ii励は法定量に聾1斉祁賞寸’O

皿　成績の概括虹び考察

　メヂルアルコ｛ルによるフオル・1・・アルデヒード瓦：薪・鍵儲奪菰試験に於てメチルアル＝・・一ノレ使

用量ε殺菌力εの關係を見る｛二・卒倒菌芽胞はメチルァルコール820（1．c．（換算⊃醜屑置：尉1e鳳m。

14・39r）にて2αlil…聞は数果あり。1500e・q（換算瓦斯照：劉・1cb・m．　i≧6gr）は7博閥にて致果あり。

宗易糠リ1箔齪暴i｛よ500e。c．　（ま隻皇算瓦チ野F：／i’li　tua・1eb。11｝．　8．659r）　20：lilJi　flS］iよう冨ぐ耳と該）り。　三∫ζ匠ヨ」∈ぼジ茜荷｛i（よ2｛L6e・α　（換

弊瓦斯二量慧厨1cb．m．4．2591・）7時隈」にて交窯舅ミありo

　之を石渡博士のそれに瑚変する時は、著しく多量のメチルアルコー一一ルを要i｝喝。要するに試

験方法並び薗株を異にするためなるべしc：一般に濃厚なる菌汁を嬢捺しナこるものは、稀繹菌液

を塗抹しナこるものに比し客易に殺菌調乙ず。叉室内に水氣粒予多敷飛散し肝講｝讐爆潤状態にある

博は、嚢生せるフォルムアルデヒード瓦斯は水粒予に凝結沈齋し汎く鋒ミ内に禰漫しb溝襟物の
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表面に接鰯し充分に其の敵果を蛮揮す。　（溝簾物に水滴等附着する博は著しく溝擦敷力を低下　層

す。これらの事は翅1に獲表の【1’i5：一あるぺし）

　次にこれを普通フオルマリン水による瓦斯溝毒の殺菌力ミ比｝i変するに、法驚瓦斯溝毒は餌

eb．m．の累容（謡1具人る）に2209r（鞠1〔tb．m．8。159r）の瓦斯：1詮1こて澱度2垂℃、灘度75％1勘規定

すo今40落のフオルマリンに於ては本試鵬擬獣こ36菖e．e。35％ならば毛ほ7（｝．e．に相當するc，（1’・．園；）

：本調査に於て法窺fi赴にてほ7時間は浦7暴敷果不充分にして、20ili芋間にて飲巣あり、；，而してこの

法窯瓦斯量はメチルアルコール461a．（］．に相？｝穿する、，（臨’野縦雄：縫を42．73％ξして）然るに前i表

の如く實際には820く・鵡にして、法定遡斯：壁ご大Ei・il．1なき漕毒敷渠を墨lj2得らる。勘1ち法完瓦斯溝

毒の瓦斯騒の1．78倍に＊1，1常するメチルァルコー唄こよる瓦獅竃1：を要するなり。属軸博士の戒績

に於て＼海軍に於ける傳染粥豫防規艮嚇見定の寮容糊ユeh．m．、瓦；！9蒲1：5、09rに欝し、メチルアルご1

一ルによる場含の9鎗r〈1ヨ齢1．981紛に1｛1恰して、大骨豊に於て大撤こき聞係司鰍．得。

　（本器を實際に使用する揚合、瓦斯褒生器の購入魚kにメチルァルコール購入導のため梢々・ln

：蹴を要するも比較白勺安全に所期の瓦斯1彗1：を得るに便利な（，，　ol又湘襟後極めて短時㍑！1の閉放にて

瓦斯桑細肯央し、ために雅獄鯛育箱、系宗網、」｛；仙稚顕飼㍉ξゴ川甑興の溝∫｛孫撃には便利なるへこし）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噸　　　　　　　　　　　　　　　（．Jj’1；y　：1’、告三ほ児｛ミ1誌鍵勢鷺1≧：忙駈鮫jl塁i　Jil｝嘘　」・■TC些；｝）
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